
令和４年度千葉県障害者スポーツ大会 サッカー競技の部 感染症対策ガイドライン 

 千葉県知的障がい者サッカー連盟では本大会を開催・運営するにあたり、感染拡大防止に

向けた対策を実施いたします。下記内容を各チームで徹底していただけますよう、御理解、

御協力の程よろしくお願い申し上げます。 

  

１．事前の対応 

 大会参加チームは感染対策責任者を決め、大会申込用紙に氏名、連絡先（電話、 

E メールアドレス）を記入して提出ください。（事前、当日、事後に連絡をとり合える

ようにするため。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．大会会場における感染防止策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体調確認＞ 下記項目に該当する場合は、参加の自粛をお願いします。 

① 発熱（37，5℃以上）、咳、咽頭痛などの症状がある場合。 

② 家族等同居者や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。 

③ 海外への渡航歴があり、帰国後 14日間を経過していない場合。 

 

＜感染予防の基本＞ 

① アップや試合時以外は、マスクの着用を徹底してください。（選手・スタッフ） 

② こまめな手洗いの徹底をお願いします。 

③ 密閉、密集、密接を避け、人と人の間隔を 1ｍ以上取るよう配慮ください。 

④ タオルの共有や、ボトル・水筒の回し飲みはしないようにしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事後対応 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

＜会場利用時＞ 

① 参加者は自宅にて検温を行い、体調と体温を代表者に報告。代表者は参加者全員の体

調と体温の把握をお願いします。（健康チェック表の使用を推奨します。※別紙参照） 

② 大声を出しての指導やプレイ、ハイタッチ、握手は控えてください。 

③ アップ、試合中に唾を吐くことは禁止です。 

④ ゴミは各自、各チームで持ち帰る。 

⑤ 怪我の対応は各チームで行う。 

⑥ アップの事前・事後、試合の事前・事後と手洗いをこまめに行う。 

大会終了後 3日以内に、各チームの感染対策責任者に、具合の悪い選手・スタッフが 

いないか確認の連絡をします。 

 各チームで選手、スタッフの体調についての確認をお願いいたします。 

感染が確認された場合は、関連機関（保健所等）に情報の提供をします。 

予めご了承ください。 


